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1．はじめに

　段階的なグラデー
シ ョ ン によっ て 得 られる効果 の

一
つ

として 伝播効果が挙げられ 、芸術作品やデ ザイン の 表現

手殺 として頻繁に用 い られ て い る。しかし、芸術 やデザイ

ン にお けるグラデー
シ ョ ン の 効果 の 応 用 は 、専門家らの

個人の 経験的判断に委ねられて い るの が現状で あるe

　そ こで 本研究で は 色彩グラデ ーシ ョン に よる表現効果

を芸術やデ ザイ ン の 表現 に応用 で きるた め の 基 となる、

色相、明度、彩度の 変化 により効果 の 見えやす い 条件を

客観的手 法に基づ い て明らかにすることを 目的とする。

本研 究は伝播効果 の 問題 を生理的 、心理 的な側 面から

究 明しようとするもの で はなく、 色彩デザイン の視点から

取 り扱う。

2．方法

2．灌 目的

　伝播効果が見える正 方形 の パ ター
ン を色相グラデ

ー

シ ョ ンや彩度グラデーシ ョン によ っ て作成した場合に も、

明度グラデ ーシ ョ ン 同様の 効果が得られるか を明らか に

する。またその 際、効果 の 得られやす い 色彩 の 特徴を探

ることを目的とした。

2．2 手続き

　実験室 内の 机上 に 、基準グラデー
シ ョ ン と比較グラデ

ー
シ ョ ン を被験者 に対して 左 右方 向に並 べ

、 各比較グラ

デー
ショ ン をラン ダム に提示した。評価 は ME 法にて 行 っ

た 。 基準 の グラデ
ー

シ ョ ン の 伝播効果値を 100としたとき

に、提示する比 較グラデーシ ョン は これ に比 べ どの くらい

の 伝播効果を感 じるかを推定 し、数字 で 自由 に示 しても

表 1 色刺激の 条件

NO 属　性
1　　　　　　　 条 件

1−10
　　一

色相

グラデーション　　　　ー
10 色 相 （5R、5YR、5Y、5GY、5G、5BG、5B、5PB 、
5P、5RP ）につ い て色相 2．5 間隔 変化 ：V＝6　 C叫一一

11−20

．一一
21−30

　　、．
明 度

グラデーション

　　．曲
彩度

10 色 相 （5R、5YR、5Y、5GY、5G、5BG 、5B、5PB、
5P、5RP ｝に つ い て明度 1 間隔変化 ；V＝3．4．5．6．
7、8　C＝ 4−．一．

グラデ
ー

ション

10 色 相（5R 、5YR 、5Y、5GY 、5G 、5BG 、5B 、5P日、
5P、5RPI につ い て 彩度 2 間隔変化 ：G≡1 2、3、へ
6、8　V＝6

31−40 色相

グラデーション

沁 色 相（5R、5YR、5Y、5GY、5G．5BG 、5B、5PB、
5P、5RP ｝につ い て色相 2．5 間隔変化 ：V＝7　 G＝8

41−45 明 度

グラデーシ ョン

5色 相 （5R、5Y、5G、5B、5P）に つ いて明 度 05 間 隔

変イ匕二V三7、6．5、6、5．5、5、4．5　C＝8
45−50 明度

グラデ
ーシ ョン

5 色相 （5R、5Y、5G、5B、5P）に つ いて明 度 0．5 間 隔

変イ匕：V＝7腎6．5、6 5，5、5、4．5　　C謁

51−55 彩度

グラデ
ー
ション

5色相 （5R、5Y、5G、5B、5P ）につ い て彩度 1間 隔変

化 ：G＝3、4、5、6、7、8V ＝7
56−65 最 大 彩度

グラデーシ ョン

10 色 相 （5R．5YR、5Y、5GY、5G、5BG、5B、5PB、
5P、5RP）につ い て色相 2．5間 隔 変化

66 無彩色

グラデ
ー

シ ョン

N軍4、5、6」 、a9

＊ NO．67−107 は NO．1−30　 NO．56−66の 反 転で ある
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図 1 伝播効果の 見えるパターン

中心 が 白の 場合 は 白い対 角線、中心 が黒 の 場合 は 黒 い もの が対 角

線に見 え る
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図 2 実 験で使用 した 刺激

左 ：基準グラデーション （7．5Y8／1210Y8 ／122 ．5GY8 ／105GY7 ／10

7．5GY6／10　10GY6 ／12＞

右 ；比 較 グ ラ デー
シ ョ ン （こ の 場 合 は 」 OYR7／147 ．5YRI／14

5YR7 ／14　2．5YR6 ／14　10YR5 ／14　7．5YR5 ／14）
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らっ た 、 刺激の 照明に は色比較・
検査用 D65 を使用 し、

左 右の 各刺激の約 30cm の 上に設置した 。 机 L面照度

は ほ ぼ 9001xで ある。

2．3 色刺激

　色刺 激は図 2 に示す 210mm × 150mm の フ ォ トマ ッ ト紙

に 90  × 90mm の 大きさにプリン トした物 で ある。 合計 で

107 種 で ある 。 色刺激の グラデー
シ ョ ン の 段 階数は、効

果 が強く見える 6段階とした。使用 した刺激グラデ ーシ ョ

ン の 配色の 条件を表 1 に示す 。

2、4 被験者

　被験者は色覚が正 常な 20〜 30 歳 の 大 学 生 、男性 11

名 、女性 9名の 計 20 名である。

2．5 結果

　有彩色 の殺階的グラデー
シ ョ ン による伝播効果を確認

した ところ、無彩色ほど顕著で はないもの の 次のような事

項につ い て定量 的 に 確 認 することが で きた。

1）明度グラデ
ー

シ ョン に よる効果 が い ちばん高く現われ 、

次 に彩度 グラデ ーシ ョ ン 、色相グラデー
シ ョ ン で 効果が

現わ れ た （図 3）。

［
．

　 1：ll

黷
蕈 ：：．

4D　　　　　’
20　トー　　　　　　@　or　／　　＿　　　　　　　　 　＿　
〆
o
［． R　　　　　粗　　　　　　Y　　　　　qY 　　　　　eコ　 　　

　 BG 　色相　一 嵎 レー

明

膣

・、   
 

D

岶
B 匿

図3色相
・明度 ・ 彩度 グラ デ

シ ョンの
均定 値
@F

： 輦
　
朗 考@： ： ：

ｧ 　
： 1： 重 　 　 4摩

　2 ；RYRTGYG 臼GBF
臼 P叩

　
　1：
．　

．．． ．晒。

い 珊 盤 塑．
二tt ・ ． ．tt − v ・70rB

}4明度差・彩度差による 色相グ ラ デー ション 2 ＞有

色では 色相 によって 効 果の差異が 見られた。 YR 系、B
で高 く効 果が現

、　G 系、RP 系
は効 果 が 低く 現 れ た（図 4 ） 。

j 明 度グラデ ーション は 間隔の 変化が大 き い方 が 小さい

烽ﾌ より効果が出やすい。しかし、明度の間隔が 小さ

変 化する場合は彩度の 影 響を 受け、

彩度よ り低 彩度を
用 い ると効 果が得 られやすい（ 図5

。 4 ）彩 度グラデーション は 彩度 の間隔

変化が 小 さ い ほ う が大きいものより効 果 が出 や す い（

6 ）。 5 ）色の順 序 に よっ て
効

果 が異なる。中心か

外にいく に つ れ
低明度から高 明度 へいくパター ン 、

たは高彩 度か
ら低彩度へいくパタ ーン 、また

RP系から

色相へ変 化す る パター ンが効果が得ら れ やす い （

7）。 3 ．ま と め 以上、本研 究 に お いて、限 ら

た 実 験 条件の下 ではあ るものの、有彩色 の段階的グ

デーションの 伝播効果に つ いて定 量的 に明らか に し

。定 量的に把 握したことに より、 色 相 や明度、彩

などの 色彩の属性によ る効 果の 大小を 比 較できた。

行研究 で 明 度以外では効果 が見 えないと報告されてい

の は 、 明度 差に 比べて 効果が か なり 弱い こ と 、観察す

パターンや色 相
、

大 きさが限定さ れていたことに起

する と考え られ る。しか し、本実験で は 、 適 切なパ

ーン を適 切な色相や大きさで観察 すれば 充 分に伝播効

を確認でき
る

こ と が 明らかになった。そ してこの よ

に 効 果の見え や す い 条 件 を 明 らかにすること は、 グ

デーシ

ン による
現 効果を

術
デ

ザイ
の 表現に効果的に用い

ための 有効な知
となると考 えら れる。 　1 ：： 華：：：  
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